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　弊社オフィスには、3年後のあるべき姿（平成33年9月1日の吉武）と記入し、模造紙

に社員の思いを貼りつけたものが掲示されています。

昨年の経営方針合宿で「全社員で3年後こうありたい！」との思いを出し合い、作成し

ました。これは、10年前の経営方針合宿から続けていることで、昔は「月1回でも土曜

日休みが欲しい」「賞与が少しでも欲しい」「近くでいいので慰安旅行に行きたい」等

小さな目標がいっぱいでした。今では、「完全週休2日」「賞与が3倍」「新営業所」や

他にも「○〇君に彼女が…」等、夢の規模も数も大きくなってきています。そんな中、

できたことに印をつけていくと、結構達成していることがわかります。

7月の経営方針合宿では、次の『3年後のあるべき姿』について話し合います。

どんな夢が全社員から出てくるのか！！楽しみです。（代表取締役　吉田）

　5月に高知県の梼原町へ研修旅行に行きました。有名な建築家である、隈研吾さん設計の建物が

多く建っているということで、大変楽しみにしていました。梼原町に着いてまず、森林組合にお邪

魔しました。そこでは、県内の3分の1が森林で資源が豊富であり、県内で家を建てる人は県内産

の木材を使う地産地消のスタイルを取っているということを聞きました。また驚いたことは、木材

を製材する上で生じた端材・ガラ・木の皮に至るまで、無駄なく使用していることです。木材も無

駄なく使ってもらえ、環境にも優しいので、お互いに良い関係ができていると思いました。

　話を聞いた後、組合の人に案内してもらい、隈研吾さんの建物を実

際に見学しました。どの建物も発想がすごいものばかりでした。一番

印象に残っているのは、雲の上のホテルで一本の柱で、30mほどある廊

下を支えていた建物です。その時の衝撃は今でも忘れません。聞くの

と実際に見るのでは、雰囲気や感じ方が違うのでぜひ皆様も見に行っ

てください！大変勉強になる旅行でした。（工事部　田中）

皆様こんにちは。梅雨の時期も終わり、気温が上昇し夏らしくなってきましたね。皆様も水分補給をしっかりとし、熱中

症にならないように気をつけてください！

さて、今回で「Yoshitke通信」も第12号となりました。吉武初の海外慰安旅行の様子や古民家体験型インターンシップ、現在
工事を行っている現場の紹介などたくさんのことを紹介しておりますので、皆様是非ご覧くださいませ！（営業部　久保）
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次回の第13号(10月号)もお楽しみに！！
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吉武初！海外へ慰安旅行に行ってきました！in韓国03
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　ほぼ皆が海外旅行初心者で不慣れな中、賑やかな旅がスタート！ソウルの明洞（ミ

ョンドン）は、かなり賑わっていて昔の原宿のような、面持ちの通りが交差していま

した。夕食に皆で食べた本場の焼肉はとても美味しかったです。

　2日目は、皆で『景福宮（キョンボックン）～北村韓屋村（ブッチョンハノクマウ

ル）～広蔵市場（カンジャンシジャン）ツアー』に参加。景福宮は韓流歴史ドラマを

見ているような空間で、職人さん達は屋根の造りや構造を見て感心していました。北

村韓屋村は、韓屋（ハノク）という伝統的な造りの民家が立ち並んでいました。『冬

のソナタ』のロケ地でもあります。次に行った広蔵市場では名物のタコの踊り食いを

食べました。美味～！夜皆で食べたチーズタッカルビも絶品でした。

　3日目に行った東大門。新名所はデザインプラザ（DDP）。全体を曲線で描くよう

な建物は、オブジェのようでスケールの大きさは圧巻でした。そして行きたかった元

祖タッカンマリを食べてきました。タッカンマリは、鶏が一羽、トッポギ・ジャガイ

モなどが入ったお鍋でとても美味しかったです。

　楽しかった3日間は、瞬く間に過ぎてしまいましたが、皆で過ごした時間は最高の

思い出になりました。毎年の経営方針合宿で行っている3年後のあるべき姿。「慰安

旅行は海外に行っている！」と私も書いていたのですが実現してとても嬉しかったで

す。今後も続けていきたいです。

今回参加できなかった人もいるので、再チャレンジでもう一度韓国！？アンニョンハ

セヨ(こんにちは)、カムサハムニダ(ありがとう) はマスターしましたよ。

これからも思い描いた夢を目標に変え、諦めずに一つずつ叶えていきたいです。

（総務部　吉田）

その後、社長と2人でNソウルタワーへ行き絶景スポットで綺麗な夜景を見ることが出

来ました。若いカップルだらけの中、中年夫婦は間違いなく浮いていました (笑)

　鉄骨建て方の次の工程は各階スラブ及び土間工事になります。天候にも恵まれ、生コン工事も順調に進みました。

屋上にハト小屋を設置する計画でしたが、VE案(※1)としてハトコットという既製品を設置するように変更したところ、工期

短縮だけでなく施工性、防水性にも良好でした。

各階のスラブ工事の次は外壁ALC工事になります。外壁に関しては順調に進んだのですが、階段下に物置を設置するという事

でALCを階段裏に取り付けるように消防から指導があり、初めて階段裏にALC(※2)を設置しました。かなり職人さんは苦労し

ましたが、結果、無事に設置することができました。

次回は間仕切り下地工事からになりま

す。安全管理を徹底し、竣工まで気を

抜かず工事を進めていきたいと思いま

す。（工事部　山嵜）

※1「Value Engineering（バリューエンジニアリング）」の略で、性能や価値を下げずにコストを抑えること。

※2「Autoclaved Lightweight aerated Concrete」（高温高圧蒸気養生された軽量気泡コンクリート）の頭文字をとって名付けられた建材。
　コンクリートと比べると軽量で1/4程の重さ。また、この気泡が空いていることで、夏は涼しく、冬も一定の温度を保てるなど断熱効果が期待できる。
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特別養護老人ホームウッドデッキ張替工事-進捗状況-05
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パン工房改修工事-進捗状況-06

Yoshitake 通信 03

　昨年の台風21号にてバルコニーに設置していたフロア材が破損してしまった、特別養護

老人ホームのウッドデッキ張り工事をしております。フロア材を全て撤去し、新しくウッド

デッキを組むという内容です。

現在は既存フロア材の撤去が終了し、ウッドデッキ材の荷揚げをレッカーにて行い、ウッド

デッキ工事の進めている所です。メンテナンス不要、腐らない、ささくれがない等様々な点

を考慮し今回は天然木ではなく、人工木を選定しています。バルコニーなので出幅は約1.3

ｍなのですが、長さが全て足すと400ｍ以上！！もの凄いボリュームの中、焦りながら進め

ております。

決められた工期の中、安全で確実に

工事を終えることができるように取

り組んでいきます！

（工事部　東山）

　現在、住居兼パン工房の改修工事を行っています。違う場所でパン工房を営んでいる親子が、共同

で新しいパン工房を開きたいという思いで改装工事がスタートしました。改装場所はお父さんが経営

している鉄骨2階建て。1階を店舗、2階を娘夫婦の居住スペースを計画し、まずは2階の居住スペース

をリフォームさせて頂きました。もともと大きな荷物置き場として使用していた場所を居住スペース

に改修しました。外部に面するところは断熱材を入れ、特に天井はすぐ上が折版屋根であり、高温の

熱がこもる為断熱ボードを貼りました。これによりかなり断熱は改善されました。大量の本を収納で

きる手作り本棚を鉄骨柱付近に設置し、音楽を聴くためのスピーカー用のコンセントも本棚内に設置

しました。

　8月からは、1階店舗の改修工事がスタートします。お施主様の想いを形にできますよう、工事に取

り組んでいきたいと思います。（工事部　山嵜）

4月に着工した企業主導型保育園改修工事が、遂に竣工となりました。お寺の1階部分が保育園となっています。

天井に青空模様、幼児用トイレ内は水玉模様の壁紙を使用する事で、雰囲気が明るく柔らかい空間となっています。保育室には

腰壁シートを張り、汚れても拭き取れるようになっています。下駄箱やカラーボックスの天板には集成材をクリア塗装したもの

を使い、少しですが木の温かみを感じられるかと思います。

この空間を子ども達が元気に走り回り遊んでいる所を想像すると純粋に嬉しく思います。私にはまだ子どもはいないですが、こ

のような保育園に通わせたいと思いました。（工事部　東山）

造作風景　

洗面脱衣室　家事室リビング



　3年前から、毎年参加している『東大阪市民ふれあい祭り』に今年も参加しま

した。昨年は、豪雨により途中で中止になってしまいましたが、今年はいい天気

に恵まれました。

今年の出店物は、「丸太切り競争」と「シラス写真立て」でした。メインのステ

ージから近いこともあり、沢山のお客様が参加してくれました。母の日というこ

ともあり「お母さんにプレゼントする写真立てを作る！」「お母さんの為に、景

品のまな板がほしい！」というお子様もたくさんいて、とても暖かい気持ちにな

りました。

たくさんの方に、喜んでいただき大変嬉しく思います。お忙しい中、ご来場くだ

さりありがとうございました。（営業部　久保）

初開催！古民家体験型2dayインターンシップ！

『第42回東大阪市民ふれあい祭り』に参加しました！
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　5月17日～18日の2日間で、1泊2日の体験型インターンシップを開催しました。

今回初めての試みとして、古民家保養所『Yoshitake村』にて、大工作業体験ができ

るインターンシップでした。こちらも手探りの状態での開催で不安もありましたが

6名もの学生に参加して頂きました。

　まずは、オリエンテーション！2日間の作業内容や注意事項等を説明し、続いて

周辺地域について知ってもらうために、地域の散策を行いました！現在深刻な環境

問題となっている、『空き家対策』についての問題も一緒に考えながら散策をしま

した。地域の散策の後は、男女で2人1組になってもらい、ウッドデッキのビス打ち

を行いました。

夕食はみんなでBBQ！！様々な種類のお肉をお腹いっぱい食べていました。

　2日目は朝礼からスタート！そして再びビス打ちを行いました。前日の作業でコ

ツを掴んだ学生も多く、作業スピードが格段に上がっていました。ウッドデッキの

ビス打ちが終了し、グランピング用のテントを組み立てています。海外製品で説明

書が英語だったため、写真だけを頼りに全員で協力してテントを張っています！完

成！入ってみると意外に広いです。最後は、一人一人に2日間での学びや大変だっ

たこと、今後どう活かしていきたいか等を発表してもらいました。

　今回初めての試みでしたが、思い出に残るインターンシップになったのではない

かと思います。次回開催する際は反省点を改善し、学生がより建築に興味を持ち、

学びとなるようなインターンシップにしたいと思いました！（営業部　久保）


